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erationstimulator,GenesisXP,anddeepbrainstimulationelectrodesweresurgicallyimplantedintobothpos‐

teriorcricoarytenoid（PCA）musclesofcanine,ａｎｄtherecurrentlaryngealnervessectionedandrepaired
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duringspontaneousbreathing，Exercisetolerancewasmeasuredonatreadmillusingpulseoximetryand
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wasnoevidenceofaspirationduringdeglutitionlnconclusion,bilateralPCAstimulationoffersaphysiologic
approachtorehabilitateventilationtoanormallevelinthecaseofbilaterallaryngealparalysis．
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はじめに

喉頭は発声，呼吸，庶下，気道防御反射など生命維持に

直結する重要な機能に関わる多機能器官であるしたがっ

て喉頭の運動を制御している反回神経が一側または両側性

に障害されると，発声障害のみならず，呼吸障害，陳下障

害などさまざまな機能障害を引き起こす．特に両側の喉頭

麻揮は深刻な呼吸障害を引き起こし，現在でも気管切開術

や声帯切除術，声門開大術など音声機能を犠牲にする治療

を選択せざるを得ない．

近年の医用生体工学の進歩により，神経や筋に直接電気

刺激を加えることによって失われた機能を回復・補助する

機能的電気刺激が注目されつつある．機能的電気刺激には

心臓ペーシング，脊髄損傷後の四肢の運動回復，神経変性

疾患における不随意運動の軽減などに代表される運動補助

と，慢性癌痛の除痛や人工内耳などの感覚補助があり，多

くの領域で臨床応用されている．我々は運動補助としての

機能的電気刺激を喉頭麻陣の治療に応用するべく，実‘験動

物を用いて基礎的な研究をすすめてきた．本稿では，主に

両側喉頭麻揮に対する機能的電気刺激の有効性と安全性に

関して解説する．

研究背景

運動補助としての機能的電気刺激を応用し麻揮声帯に声

帯運動を誘発する研究は，すでに２０年以上前からイヌや

ネコなどの動物モデルを用いて検討されている1,2)．両側

喉頭麻庫に対しては，1980年代以降声門開大筋である
後輪状披裂筋（以下後筋）を電気刺激することにより声門

開大運動を誘発させる基礎的実験が報告されるようになっ

た3)．2003年には，はじめて７名の両側喉頭麻揮患者に

電気刺激装置の埋め込み手術がおこなわれ，声門を開大さ

せることによって３名が気管孔を閉鎖できたと報告され
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